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1 はじめに

Ｐ Ｂ Ｌ ( 問 題 解 決 学 習 ： Problem Based 
Learning [以下 Problem-BL]または プロジェク

ト 学 習 ： Project Based Learning [ 以 下

Project-BL]) は，いずれもアクティブラーニング

としての授業展開ができる指導法であり，学習指

導要領の改訂に伴う授業改善のための手法の一つ

といえる。平成 30 年 8 月に金沢工業大学で行わ

れたＰＢＬ研修に参加し，Project-BL について学

び，これをヒントに教科指導にＰＢＬを取り入れ

た授業改善を試みた。

2 ２つのＰＢＬ

研修で学んだＰＢＬ(Project-BL)は，生徒が課

題を決定する学習活動であるため，教師があらか

じめ予想した成果内容にならないことが多く基

礎・基本の習得を目指す教科指導向きではない。

また，十分な時間をかけて行われるべき手法であ

ることから，学科・学校単位での指導計画やカリ

キュラムマネジメントが必要であり，実施までの

ハードルは多い。高校における Project-BL の実践

事例の多くが，総合的な学習の時間や課題研究の

中で行われているのも，成果品を仕上げることを

目指して問題解決を進める活動との親和性が高い

ためである。

一方，もう一つのＰＢＬは教科指導での実効性

が期待できる。問題解決学習(Problem-BL)は，医

学教育の分野で採用されてきた手法である。例え

ば患者の訴え・症状から問題点を明らかにし，基

礎的に習得した知識に加え，必要な事柄について

調べまとめ，治療の方針を決めるという一連のプ

ロセスから統合的な知識を習得する学習活動であ

る。Problem-BL と Project-BL は，その授業方法

に共通点が多くあり，また，Problem-BL は工学

の教育分野にも適用できるため，これを授業に取

り入れ授業改善を試みた。

3 授業改善へのアプローチ

(1) 授業改善のねらい

自身の授業を見直すにあたり，まず，自分が進

める授業のテーマを決めることにした。その授業

を通して生徒に何を伝え，何を到達点とするかに

ついて考え，それを達成するために，生徒にどの

ようなスキルを身につけさせる必要があるかまと

めてみた。これは，本来，学校・生徒の実情や卒

業後の進路，家庭・地域からの要望や学校の経営

方針・指導計画などを踏まえた上で検討すべきと

ころである。今回は，対象を電気電子科の３年生

に絞り，より具体的なテーマにした。（表１）また，

テーマ実現のため，生徒に身につけさせるスキル

についても整理した。

表１ 授業のテーマと生徒に身につけさせる

スキル

授業のテーマ

「電気主任技術者」を自分で勉強して取得するた

めの方法(スキル)を身につけさせる

身につけさせるスキル

問題に取り組む 意欲・積極性

分からない問題について調べる 調査・情報収集

整理し自分が理解できる形にまとめる 読解・分析・整理

調べたことを使い問題を解く 理解

(2) 準備

次のクラスで実施した。

対象：電気電子科３年生(10 名)
教科名：電力技術(２単位)
全員で 10 名(男子)のクラスである。家庭で学習

する習慣はほとんどなく，基礎学力の定着が課題

とされた生徒が大半を占める。

まず，生徒が自分で学習を進める基盤をつくる

ため，自分で情報を収集し，分析・整理・まとめ

る作業学習をさせた。教科に関わる課題プリント

を使い授業の準備(予習)をさせて，次の時間に調

べた内容について教師が説明するという授業に切

り替えた。（写真１）プリントで取り組ませる課題

のほとんどは，教科書で調べることができる内容

だが，１～２問は使用する教科書だけでは答えに

たどり着けない事柄を含めており，インターネッ

トで情報検索する機会も与えるようにした。

この授業中の「予習」を行うことにした理由は

２つある。第１に，家庭学習の習慣がない生徒に，

予習して授業を受けるという経験をさせることで，

予習が授業への理解へとつながるという体験をさ

せる。第２にＰＢＬの授業を進める上で不可欠な

情報リテラシー教育の機会を与える。あえて「予

習」を家庭学習の課題にしないことで，やらない

生徒がＰＢＬの導入部分でつまずいてしまうこと

を避けるねらいがある。



写真１ 調べ学習「予習」

写真２ グループワーク(発表)

このクラスの生徒全員がスマートフォンを持っ

ているが，利用の用途はＳＮＳ・ゲーム・メディ

アプレイヤーであり，情報検索での利用を普段行

わない生徒が多い。中には全く行ったことがない

生徒もいるため，情報検索の知識やスキルの練習

から取り組ませた。校内のルールでは，携帯電話・

スマートフォンの電源を切る決まりになっている

ため，授業時間中に取り組む課題に限定して，情

報検索のための利用を認めた上で授業を進めた。

また，「予習」と同じ調べ学習でも，５人グルー

プで役割を分担して調査するグループワークや，

調べたことをまとめ，資料を作成・発表する機会

(写真２)を授業実施時数の３分の１程度使い取り

組ませた。6 月中旬からこの手法に切り替え，6
ヶ月程度の時間(40 時間程度)を使い，ＰＢＬの授

業を取り組む準備した。

(3) ＰＢＬ(Problem-BL)の実施

１月からは「電気鉄道」の単元で６時間使い，

過去に発生した鉄道事故を題材に，事故再発防止

をテーマにＰＢＬを実施してみた。なお，実施す

るにあたっては，「電気鉄道」の単元を一通り授業

で解説した上で始めた。

５人ごとのグループに分かれ，次の手順で作業

を進めた。

①原因の分析(３時間)
まず，事故に関する様々な情報を整理し，事実

に基づく複数の原因を KJ 法で整理させた。また，

事故調査の報告からそれぞれの原因が事故とどう

関わっていたのかを分析させた。事故原因の分析

結果は中間報告としてグループごとに発表させた。

②背景にある問題点とその対策の提案(２時間)
事故の原因の分析結果から，その原因の背景に

ある問題点を調査・討論させた。複数ある問題点

に関する事故再発防止に向けた対策の提案をグル

ープで協議させ，報告書をメンバーで分担して作

成させた。

③発表(１時間)
メンバーの報告書をグループごとに整理し，集

約した結果を発表させた。

(4) ＰＢＬの準備から実施までに生じた課題

情報源がインターネットである以上，出典が同

じ場合が多く，内容や結論が似てしまう場合がよ

く見られた。取り上げるテーマや出題の内容に，

作成者のオリジナリティを含められる要素を盛り

込むことで改善を図りたい。

またＰＢＬの授業では，生徒が問題点を明確化

する場面で苦労していた。時間の制約で十分な検

討がなされないうちに決定してしまったグループ

もあり，ここにあと１～２時間割り当てれば，内

容がより深まると考えられる。

4 ＰＢＬを導入してみて

ＰＢＬを実施する時間よりも準備期間に多くの

時間を費やしたが，これは生徒の能力などの状況

により短縮できる。情報リテラシー教育のように，

ほかの教科で指導できる項目もあり，他教科との

授業連携を行うと，ＰＢＬに取り組める時間数を

より多く確保できる。

ＰＢＬ(準備期間を含む)を教科指導で行うにあ

たり心がけたことの一つは，作業をできるだけコ

ンパクトにすることである。ＰＢＬは取り扱うテ

ーマによっては，実施期間が長期間に渡るため，

このような時でも，１～２回の授業で作業が一区

切りになるように配慮すると，振り返りに費やす

時間を節約でき作業に無駄がなくなるうえ，評価

もつけやすくなる。

また，提出課題の評価基準表をあらかじめ配布

すると，課題に対して目標の到達を意識して取り

組む様子が見られるようになる。基準をクリアで

きる生徒が増え，能力向上も期待できる。

授業を進める上での課題は多いが，今後とも継

続し，より有効な方法を模索していきたい。


